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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核、核小体。RNAポリメラーゼIによる転写の開始には、TATA結合タンパク質（TBP）とRNAポリメラーゼI特異的な3つのTBP関連因子（TAF）からなる複合体の形成が必要である。SL1として知られるこの複合体は、リボソームRNA遺伝子のコアプロモーターに結合してポリメラーゼを適切な位置に配置させるとともに、制御シグナルの経路として機能する。この遺伝子は、SL1特異的TAFの中で最も大きなタンパク質をコードしている。異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが同定されている。[RefSeq提供、2011年7月]
	研究分野
	-
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	HT-1080全細胞ライセートのウェスタンブロット解析。4～20% SDS-PAGEで分離し、膜を抗TAF1Cウサギモノクローナル抗体でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

